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○芝山町重度心身障害者(児)の医療費助成に関する条例施行規則 

平成7年3月28日 

規則第3号 

改正 平成11年9月24日規則第10号 

平成16年6月1日規則第3号 

平成25年10月1日規則第18号 

(趣旨) 

第1条 この規則は、芝山町重度心身障害者(児)の医療費助成に関する条例(昭和48年芝山町条

例第25号。以下「条例」という。)第9条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事項を

定めるものとする。 

(他の法律) 

第2条 条例第4条第2項に規定する他の法律とは、次の各号に掲げる法律をいう。 

(1) 身体障害者福祉法(昭和24年法律第283号) 

(2) 児童福祉法(昭和22年法律第164号) 

(3) その他医療費の一部について本人負担の規定されている法令 

(受給者証の交付申請) 

第3条 重度心身障害者(児)医療費の助成を受けようとする者は、重度心身障害者(児)医療費

受給者証交付申請書(様式第1号)を町長に提出するものとする。 

(受給者証の交付) 

第4条 町長は前条の規定による申請書を受理したときは、その適否を審査し、受給資格があ
ると認定したときは、重度心身障害者(児)医療費受給者証(様式第2号。以下「受給者証」と

いう。)を交付するものとする。 

2 前項の受給者証の有効期限は、7月31日とし8月1日に更新する。 

3 第1項の規定により受給証の交付を受けた者(以下「受給者」という。)はその資格を喪失し

たときは、速やかに受給者証を町長に返還しなければならない。 

4 受給者証を汚損し、又は紛失したときは、速やかに重度心身障害者(児)医療費受給者証再

交付申請書(様式第4号)により、町長に申請して再交付を受けなければならない。なお受給

者は受給者証の再交付を受けた後、失った受給者証を発見したときは、速やかに、これを

町長に返還しなければならない。 

(助成の申請) 
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第5条 医療を受けた者が当該保険医療機関等に支払った費用の支払を町長に請求しようと
するときは、重度心身障害者(児)医療費給付申請書(様式第3号。以下「給付申請書」という。)

に次の各号に掲げる書類を添付して町長に提出しなければならない。ただし、次の第3号に

より医療費の支払が完了していることが確認できるときは、給付申請書の「医療機関証明

書」の記載は、必要としないものとする。 

(1) 重度心身障害者受給者証 

(2) 被保険者証又は組合員証 

(3) 医療機関等が発行する医療費領収書 

(4) その他町長が必要と認める書類 

(審査及び書類) 

第6条 町長は前条により申請がだされたときは、その内容を審査し適格と確認した場合にお
いて受給者又は保護者に給付を行うものとする。 

(届出) 

第7条 受給者は、氏名、住所、保護者及び加入している医療保険の種類を変更したときは、
受給者(氏名、住所、保護者、医療保険の種類)変更届(様式第5号)に受給者証を添付して町

長に届け出なければならない。 

2 重度心身障害者(児)医療費の支給事由が第三者行為によって生じたものであるときは、重

度心身障害者(児)医療費の支給を受け又は受けようとするものは、その事実当該第三者の氏

名及び住所並びに被害の状況を速やかに町長に届け出なければならない。 

(代理) 

第8条 重度心身障害者(児)医療費の助成に関する申請、届出、その他の行為は、本人又は代

理人が行うものとする。 

(医療機関等における経費) 

第9条 町は、申請者から第5条の規定により当該保険医療機関等へ支払った領収書の提出が

あったときは、当該申請者に対して1件100円を支払うものとする。 

附 則 

この規則は、平成7年4月1日から施行する。 

附 則(平成11年規則第10号) 

(施行期日) 

この規則は、公布の日から施行し、平成11年4月1日から適用する。 
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附 則(平成16年規則第3号) 

この規則は、公布の日から施行し、第5条のただし書は、医療機関等が平成16年4月1日以降

に発行した医療費領収書について適用する。 

附 則(平成25年規則第18号) 

この規則は、平成25年10月1日から施行する。 
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